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特別支援教育の現状

0 . 7 %（約 7万 2千人）

1 . 1 %（約 1 0万 9千人）

約
10 . 7％

発達障害の可能性のある児童生徒の6.5％の在籍率
（学校教育法第２２条の３に該当する児童生徒：約2千人）

※を除く数値は平成２9年５月１日時点
https://www.mext.go.jp/content/20200109-mxt_tokubetu01-00069_3_1.pdf

特
別
支
援
学
校

小
中
学
校

通常学級

平成19年比で1.2倍

平成19年比で2.1倍

2 . 4 %（約 2 3万 6千人）

（学校教育法第２２条の３に該当する児童生徒：約1万8千人）

特別支援学級

通級による指導

平成19年比で2.4倍

※

増加傾向

義務教育段階の全児童生徒数： 9 8 9万人 減少傾向



特別支援教育の現状

学級編成
定数措置

教育課程 個別の計
画

教員免許

通常の学級 40人
※小1は35人

通常の教育課程 必要に応じ
て（義務で
はない）

小中学校の教員免許
※2019年度より特別

支援教育１コマ必修
化

通級による指
導

【小・中】
教師１人にあたり

担当児童生徒13人

【高】 加配措
置

通常の学級の教育課程
＋自立活動
【小・中】週１～８コ
マ以内【高】年間７単
位以内

作成義務

特別支援学級 8人 通常の学級と同じ教育
課程＋自立活動、特別
な教育編成

作成義務 特別支援学校教諭免
許保有が望ましい
（平成30年度 取得
率30.8%）

特別支援学校 【小・中】 6

人
【高】 8人
【重複】 3人

各教科等＋自立活動、
障害の程度によっては
自立活動を中心とした
指導。障害の状態等に
応じた弾力的な教育課
程が編成可。

作成義務 特別支援学校教諭免
許保有が必須
（平成30年度取得率
79.8%）

https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/2019/09/__icsFiles/afieldfile/2019/09/24/1421554_3_1.pdf

※合理的配慮はどの場においても提供義務あり ※各学校特別支援教育コーディネーターを配置（兼
任）



知的障害特別支援学級に在籍する
子どもの時間割例

月 火 水 木 金

1時間目 日常生活
の指導

日常生活の
指導

日常生活の
指導

日常生活の
指導

日常生活の
指導

2時間目 国語 国語 国語 国語 国語

3時間目 算数 生活単元
学習

算数 生活単元
学習

図工
（交流）

4時間目 音楽
（交流）

体育（交
流）

給食・
掃除

交流 交流 交流

5時間目 体育
（交流）

算数 遊びの指導 算数 音楽
（交流）



個別の教育支援計画

個別の教育支援計画

子ども・保護者の願い、障害によるニーズ、支援内容、相談歴、
など子どもについて関係者で情報共有を・引継ぎをするための
計画。

文部科学省「初めて通級を担当する教師のためのガイ
ド」より



個別の教育支援計画の参考フォーマット（文科省, 

2021）

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1340250_00005.htm



個別の教育支援計画の参考フォーマット（文科省, 2021）



個別の教育支援計画の参考フォーマット（文科省, 2021）



個別の教育支援計画の参考フォーマット（文科省, 2021）



個別の教育支援計画の参考フォーマット（文科省, 2021）



個別の教育支援計画の参考フォーマット（文科省, 2021）



個別の指導計画

個別の指導計画

学年ごとや学期ごとに、一人一人の指導目標、指導内容及び指
導方法が記載される具体的な計画

文部科学省「初めて通級を担当する教師のためのガイ
ド」より



個別の指導計画のフォーマット例（特総研・通級による
指導）

https://www.nise.go.jp/kenshuka/josa/kankobutsu/pub_c/c-57/c-57_05.pdf



トライアングルプロジェクト（平成30

年）



特別支援教育における個別の計画のポイ
ント

• 個別の教育支援計画において各関係者の共通理解と情報
の引継ぎがなされる。

• 個別の指導計画においては学期ごとの具体的な目標とそ
の目標を達成するための障害特性に応じた手だてが記載
される。

• 子どもと保護者の願いを踏まえて目標が設定なされる。

• 子どもについて多角的なアセスメント（情報収集と分
析）がなされた上で目標設定がされる。



特別支援教育における個別の計画の課題

• 通常の学級におけるノウハウ不足・通常学級は義務では
ない

• 子ども本人の願いが置き去り

• 特に新任者は計画の作成方法が分からない

• 年度頭に全員分作成するための負担が高い

• 様式が自治体や学校ごとに異なる

• 作成することが目的になってしまっており日々に活かさ
れない
学習者視点の不在・質のばらつき

形骸化・高負担

インクルーシブ教育のノウハウ不
足
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LITALICOジュニア
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 事業内容
• 児童発達支援：未就学
• 放課後等デイサービス：学齢期
• 訪問支援：未就学＋学齢期
• 学習教室：未就学＋学齢期

■在籍生徒数
8,500名
※待機者数：12,000名

 事業所数
137事業所(関東/関西/東海)

■訪問小学校数
724校（2021年9月実績）

■支援形態・内容
・ 平均週1~2回通所、学校や園に訪問支援
・ 個別支援/ペア/小集団
・ 必要なスキル群に基づいて計画作成





LITALICOジュニアの支援体制

登録者数 支援員の数 一人あたりの担当

児童発達支援
（未就学）
週1～2回教室通所

50～60名 7～8名

児童発達管理責任
者：1名
児童指導員6～7名

・児童指導員一人あたり
担当者6～7名

・児童発達管理責任者一
人あたり50～60名

放課後等デイサービス
（学齢期）
週1～2回教室通所

50～60名 7～8名

児童発達管理責任
者：1名
児童指導員6～7名

・児童指導員一人あたり
担当者6～7名

・児童発達管理責任者一
人あたり50～60名

保育所等訪問支援
（未就学＋学齢期）
保育園・幼稚園・学校に月2

～8回訪問支援

267名 64名

児童発達管理責任
者：4名
児童指導員：60名

・児童指導員一人あたり
約6名

・児童発達管理責任者一
人あたり約40名

• 児童発達管理責任者の役割：個別支援計画の作成責任者・保護者への提示、保護者面談
など

• 支援員の役割：直接支援、個別支援計画草案作成、保護者相談対応など
※通所のタイミングが一人ひとりずれるため一度に作成するわけではなく、だいたい月4～5

名の計画作成



LITALICOジュニアの支援体制

• 児童福祉法による福祉事業として運営しているため、国が規定している支援体
制や要件がある。

• LITALICOの場合はそれにプラスして社内独自の支援体制や研修体系を構築し
ている。

児童発達管理責任者
・資格あり
・5～8年以上の実務経験

教室長（社内独自）

児童指導員
・2年以上の実務経験or

資格保持者（保育士や
教員免許など）

育成担当者（社内独
自）

https://litalico-c.jp/magazines/215

https://litalico-c.jp/magazines/197

そのほか
• 複数教室を統括するマネージャー
• 困難な状況を共に解決するスーパーバイザーチーム



LITALICOジュニアの支援体制
• 等級1～8、約45項目の要件を満たせば等級があがる

• 児童発達管理責任者コース、指導員コース、訪問支援員コース、マネージャー
コース、スーパーバイザーコースの5コース

• 集合型研修はほぼなく、OJT、スーパービジョン

等級１ 等級２ 等級３

アセスメント（情報
収集と分析など）

・ヒアリングや
行動観察で得ら
れた情報を元に、
子どもと保護者
が抱える困難さ
を具体的に説明
できる

・ヒアリングや行動
観察で得られた情報
を元に、子どもと保
護者が抱える困難さ
の背景要因の仮説を
５つ以上立てること
ができる

・ヒアリングや行動観察
で得られた情報を元に、
子どもと保護者が抱える
困難さの背景要因を個人
因子と環境因子に分け整
理し、根拠のある仮設を
立てることができる

計画（目標設定・手
だての考案・合意形
成など）

子どもへの指導（達
成度の表か、反応の
検知など）

例）指導員コース



支援体制構築のポイント

• 支援をするにあたり、求められるスキル要件を明確にす
る（スタッフにも個別の計画を）

• 確実にスーパーバイズなど助言が得られる体制をつくる
（一人で抱え込まない）

• システムが担えるのは、構造化（整理）や、選択肢の提
示、選択肢の絞り込み。最終的にそれらの選択肢から選
んで決定するのは人。

• 子ども自身・保護者と相談の上、計画を作成をする。

• 計画が指導案・指導記録に反映され、計画に対してのロ
グを記述できるようにしている。



【参考】LITALICO 学校版 個別の学びシステム



【参考】LITALICO 学校版 個別の学びシステム

• 通級・特別支援学級の子どもを対象とした計画作成システム

• 2020年度20自治体でトライアル

• 2021年度から本格導入
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多層型支援の導入
（アメリカ・フィンランド）

• 子どもを通常教育ー特別支援教育ときっぱり分けない

• 通常教育そのものを多様性を前提としたシステムにする。
すべての子どもに対して個々のちがいを前提としたユニバ
ーサルな働きかけや可能な限りの個別最適化が行える体制
を整える。

• その上でさらに支援が必要な子どもに対して、必要な分支
援を足していく。

• どの子どもにどの層のどの支援が必要か？についてはデー
タを参考にして意思決定をする。

• 通常教育で十分に支援をしたエビデンスがないとプラスア
ルファの支援の対象にはならない。



https://www.sensei-no-gakkou.com/article/no0041/



Frisila小学校の概要※2016年視察時

• 130名の児童 に対し、 9名の教師
• 通常学級6クラス（20名/クラス）、特別支援1クラス
（10人）

• 校長先生が特別支援教育の専門家：週10時間授業を担当
• 通常学級の担任が6名（そのうち1名は副校長）、特別支
援学級1名。

• 看護師（週1）、ソーシャルワーカー（週1）、心理士
（週1、AM勤務）⇒市で採用し、各学校を巡回。

• その他スタッフ：補助員2名（フルタイム） 、校長の
秘書（週に2回）、掃除のスタッフ、給食のスタッフ



個別の目標設定

• 通常の学級においても一人ひとり個別の目標設定をする
• 毎年２月にアセスメントの実施&振り返り

• 評価（春）
• 1年～4年生は、定性的な評価
• 5、6年生は、数値の評価＆定性

• 数値の評価：根拠を定性的に書く



個別発達計画（スウェーデン）

• 2006年からすべての子どもに対して「個別発達計画」の作
成義務

• 学期に1 回三者面談を行い、学習面と対人関係面での

評価を共有して、今後の支援に関する同意事項をポー
トフォリオなどのファイルに記していくもの

加瀬（2010）スウェーデンにおける<個別発達支援計画
>全員策定の論理.東京学芸大学紀要, 61(1), 271-280. 



アメリカにおけるResponse to Intervention

第1層

第2層

第3層

全ての児童生徒が対象
ユニバーサルデザイン

個別最適化

5%～15%の児童が対象

＋αの支援

1%～5%の児童が対象
より詳細で個別的な支援・指導



RTI導入に関わる人的資源 教育委員会（LEA)

RTI コーディネーター

学年担任

英語第二言語話
者専門教師

RTIチーム

管理職

スクール

サイコロジス
ト

学校スペシャル
サポートチーム

リソースルーム
教師

リーディング
スペシャリスト

スピーチ
セラピスト

スクールソーシャル
ワーカー

1層⇒2層 2層⇒3層 3層⇒特別教育

※イリノイ州・2011年視察時
※年3回の会議、どの子どもに層の支援が必要か？データを参考に意思決定をする。



RTIミーティング

児童氏名 読み 算数 通常学級ででき
る支援

集中プログラム

モニタリン
グ

担当者

A 点数 点数 読み上げ機能活用

読み集中プログラ
ム

読みについて
月２回

Z先生

B

C

D

E
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・様々なデータを元に3層に分ける
・介入計画（Intervention Planning Form)を作る



すべての子どもを対象とした第１層支援
の例

• １学級あたりの子どもの人数（アメリカ・フィンラン
ド・スウェーデンそれぞれ約20名）

• 通常学級において可能な限りの支援を実践するための助
言者や会議体・体制

• ユニバーサルデザインの視点をとりいれた指導・支援

• 子どもによって難易度や学び方が選択できる

• 個別の計画の作成

• 子どもが学びの主体(owner of learning)



Differentiated Instruction
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自分が得意・苦手な

学習スタイルを自己分
析

（５年生）

フラッシュカード、チャートや
グラフを先生が使うとわかりや

すい。

過去に学習がうまくいかなかっ
たときは機嫌が悪かった時。先
生がただ読むだけの時もつまら

ない。

教科書の中身がフラッシュカー
ド、ミニゲーム、マッチングゲ
ームなど、別の方法で提示され
ていると学びやすい。
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特別支援教育・LITALICO・海外の事例を踏まえ
て

教師あたりの
担当人数

特別支援学級・通級・LITALICO→3～13名
アメリカ・フィンランド・スウェーデン→約20名

学級あたりの人数を減らすのは必須

多層型支援
多様性を前提とした全員への支援を充実させ、

段階的に支援を付け足す
データを参考にどの子にどの支援が必要か検討

個別の計画
詳細計画を全員に立てるのは困難

よりシンプルな計画を子どもと共にたてる
システムを活用し情報を構造化・選択肢を絞る

専門家による
スーパービジョン

通常学級でできる限りの工夫を実践するために
専門家による助言が受けられる仕組み

教師のスキル

子どもの願いや思いをヒアリング

選択肢の中から子どもに合わせて選択する、カスタマ
イズ

データを参考に意思決定をする
教師に必要なスキルを明確に定義する



理想的な体制（案）

• 1学級20名
– 35人学級からさらに引き下げられるか？もしくは1:20になるよ
うに外部人材の活用

• スーパーバイザー常駐（多層型支援の体制整備、助言、育成）
– 現在の特別支援教育コーディネーターを専任化（現在は校務分
掌）し、専門性向上

– 大規模学校は人数を増やす

• 特別支援教育専門教員（特別支援学級担当）
– 現在の特別支援学級教員の専門性向上

• 補助員（通常学級における支援充実）

• スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、
各種専門家（作業療法士、言語聴覚士など）が巡回。



【参考】通常学級における個別の計画（案）

1人ひとりの学びの
状況の把握と
学び方の把握・提案

1人ひとりのメンタ

ル状況の把握とメ
ンタルケアの提案

自己認識

２層・3層が必要な子どもを
発見

個々の実態・提案の出力

子どもごと・集団全体の
傾向をデータで示す



【参考】通常学級における個別の計画（案）

メンタルヘルス状況の把握とメンタルケアの提
案

check in/ check out

・朝・昼・帰りに入力

メンタル状態の質問紙
・半年に1回or1年に1回入力

個々の
データ

全体の
データ

・リスク度

・詳細アセスの
推奨

・個々への支援
提案

全体への指導内容
の提案

（例：ストレスコ
ーピング・アンガ
ーマネジメント
等）

・メンタルの傾向
・ストレスマネジメント等の提案
・自分で書き込めるようにする子ども

保護者
子ども

個別の計画作成



【参考】通常学級における個別の計画（案）

学びの状況把握と学び方の把握・提案

学び手の
プロフィール

・スクリーニングテストの結果
（読み書き算）
・得意な学び方のアンケート
・個々の興味関心アンケート
・（教科別の進捗、教科ごとのシステムと
連動）

・テスト結果のグラフ
・得意な学び方の提案
・自分で書き込めるようにする

個別の計画作成

個々の
データ

全体の
データ

・リスク度

・詳細アセスの
推奨

・個々への支援
提案

全体への
指導方法の提案

（例：順序立てて
教える方が良い、
最終的な目的を先
に示す方が良い、
など）



【参考】LITALICO学校版個別の学び支援システム



【参考】LITALICO学校版個別の学び支援システム



【参考】 LITALICO学校版個別の学び支援システム



【参考】 LITALICO学校版個別の学び支援システム



【参考】 LITALICO学校版個別の学び支援システム



【参考】 LITALICO学校版個別の学び支援システム



【参考】 LITALICO学校版個別の学び支援システム


